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上三川町橋梁長寿命化修繕計画 



 

 上 三 川 町 

 

１． 背景 

○ 町が管理する道路橋は 310 橋あります。このうち橋梁長寿命化修繕計画で対象にします橋長

15m 以上の橋梁数は 37 橋です。 

○ 対象橋梁の中で架設後 50 年を経過する老朽橋a）は現在無いものの（平成 25 年 3 月現在）、

30 年後には 29 橋となり対象橋梁の約 80％を占めることになります。 

○ このような状況から、今後、橋梁の老朽化に伴う損傷が多発することが予測され、大規模な補

修および架替えが必要となりますとともに、費用の増大が懸念されています。 

 

 

 

        
 

表 １ 経過年数別の橋梁数 
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図 １ 建設後５０年以上経過する橋梁数の推移（今後３０年） 

 

２． 目的 

○ このような背景から、限られた財源の中で効率的に橋梁を維持していくための取り組みが不可

欠となります。 

○ 長寿命化修繕計画を策定することで、より計画的な橋梁の維持管理を行い、維持・修繕・架替

に要します費用の縮減を図りますとともに、道路橋としての安全性・利便性の確保に努めるこ

とを目的としています。 

                                                        
a）橋梁の一般的な寿命は 50 年程度と考えられており、建設後このような年数を経過した橋梁は老朽橋に位置付けられます。 

橋梁長寿命化修繕計画の目的 

経過年数別の橋梁数（現在） 経過年数別の橋梁数（30 年後） 

20 年未満 8 橋 22% 

20 年以上 30 年未満 

6 橋 16% 
30 年以上 40 年未満 

1 橋 3% 

40 年以上 50 年未満 

22 橋 59% 50 年以上 29 橋 78% 

30 年以上 40 年未満 5 橋 14% 
40 年以上 50 年未満 

3 橋 8%
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表 ２ 長寿命化修繕計画の対象橋梁（全３７橋） 

番号 橋梁名 所在地 道路種別 路線名 交差物件 橋長(ｍ) 架設年度 経過年数 上部工形式

1 神主橋 上三川町大字下神主 １級 町道1-02号線 田川 51 S44 43 鋼橋

2 蒲生橋 上三川町大字下蒲生 １級 町道1-11号線 田川 58 S48 39 鋼橋

3 常光坊橋 上三川町大字上三川 １級 町道1-17号線 江川 28 S45 42 鋼橋

4 三本木橋 上三川町大字三本木 １級 町道1-16号線 江川 29 S45 42 鋼橋

5 上梁橋 上三川町大字梁 １級 町道1-09号線 田川 51 S45 42 鋼橋

6 上の原橋 上三川町大字多功 １級 町道1-07号線 (主)羽生田・上蒲生線 28 S62 26 鋼橋

7 石田橋 上三川町大字石田 ２級 町道2-04号線 田川 52 S41 47 PC橋

8 上落合橋 上三川町大字川中子 ２級 町道2-08号線 田川 51 S44 43 鋼橋

9 中落合橋 上三川町大字川中子 ２級 町道2-09号線 田川 54 S45 42 鋼橋

10 東蓼沼橋 上三川町大字東蓼沼 ２級 町道2-45号線 鬼怒川 200 H24 1 その他

11 江川橋 上三川町大字西蓼沼 ２級 町道2-35号線 江川 24 S45 42 鋼橋

12 橋本東橋 上三川町大字上郷 ２級 町道2-34号線 江川 25 S42 45 鋼橋

13 新橋本橋 上三川町大字上郷 ２級 町道2-34号線 江川 26 H19 5 PC橋

14 吉原橋 上三川町大字上郷 ２級 町道2-33号線 江川 25 S42 45 鋼橋

15 河原橋 上三川町大字坂上 ２級 町道2-19号線 江川 32 H14 10 PC橋

16 西汗橋 上三川町大字西汗 ２級 町道2-37号線 江川 24 S61 26 PC橋

17 新西汗橋 上三川町大字西汗 ２級 町道2-37号線 江川 25 H14 10 PC橋

18 高島橋 上三川町大字西汗 ２級 町道2-39号線 江川 25 S63 24 PC橋

19 びわ橋 上三川町大字西汗 その他 町道4-044号線 江川 24 H13 12 PC橋

20 下江川橋 上三川町大字西蓼沼 その他 町道4-059号線 江川 25 S44 43 鋼橋

21 橋本大橋 上三川町大字上郷 その他 町道4-067号線 江川 23 S42 45 鋼橋

22 道城橋 上三川町大字上郷 その他 町道4-202号線 江川 25 S42 45 鋼橋

23 塚田橋 上三川町大字上郷 その他 町道4-078号線 江川 25 S42 45 鋼橋

24 京田橋 上三川町大字上三川 その他 町道4-095号線 江川 26 S45 42 鋼橋

25 江戸川橋 上三川町大字上三川 その他 町道5-007号線 江川 26 S46 41 鋼橋

26 沼黒橋 上三川町大字上三川 その他 町道5-009号線 江川 26 S46 41 鋼橋

27 三ツ家橋 上三川町大字上三川 その他 町道5-016号線 江川 28 S45 42 鋼橋

28 下石田橋 上三川町大字石田 その他 町道3-023号線 田川 57 S43 44 鋼橋

29 下内橋 上三川町大字上三川 その他 町道5-011号線 江川 26 S46 41 鋼橋

30 川神橋 上三川町大字川中子 その他 町道3-038号線 田川 51 S44 43 鋼橋

31 中三川橋 上三川町大字上三川 その他 町道4-366号線 江川 28 S46 41 鋼橋

32 西谷地賀橋 上三川町大字西汗 その他 町道4-021号線 江川 25 S60 27 鋼橋

33 江川農道橋 上三川町大字西汗 その他 町道4-378号線 江川 25 S62 25 鋼橋

34 下出橋 上三川町大字五分一 その他 町道5-189号線 武名瀬川 22 H19 5 PC橋

35 笹塚原橋 上三川町大字五分一 １級 町道1-11号線 武名瀬川 23 H24 1 PC橋

36 松原橋 上三川町大字五分一 ２級 町道2-16号線 武名瀬川 22 H23 2 PC橋

37 五分一跨道橋 上三川町大字五分一 １級 町道1-11号線 一般国道4号(新4号国道) 47 H24 0 鋼橋  

長寿命化修繕計画の対象橋梁 
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図 ２ 対象橋梁位置図 
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１． 橋梁点検の目的 

○ 橋梁点検では、損傷の早期発見とこれに対する適切な処置を行いますとともに、橋梁の効率的

な維持管理を行うために必要な情報の蓄積を目的として実施していきます。 

 

　　　必要と判断 　　　　　 必要と判断

　　　　　 必要と判断

管理区分に応じた点検を実施
橋梁点検

橋梁パトロール
（全橋梁対象）

定期点検
（橋長15m以上対象）

簡易点検

詳細点検

異常時点検

簡易点検 詳細点検

詳細点検

 

図 ３ 橋梁点検の区分 

 

表 ３ 橋梁点検の内容 

点検名称 頻　度 調査方法 対象部材 点検者

橋梁パトロール 6ヶ月に1回を標準 徒歩による目視 橋面の部材 職員

簡易点検 5年に1回を標準
※1 遠望目視 代表径間の地上から視認できる部材 専門業者

詳細点検 5年に1回を標準
※2 近接目視 全径間の全部材 専門業者

※1　橋梁ﾊﾟﾄﾛｰﾙにより必要と判断された場合、その都度実施します

※2　簡易点検により必要と判断された場合、その都度実施します  

 

２． グルーピングと管理方法 

○ 重要度毎にグルーピングし、それぞれ定めた管理方法に従い橋梁点検を実施していきます。 

 

グループＡ
2橋

橋梁区分

管理方法の基本

　・橋長15ｍ以上

　・桁下に交差物件がある

　・詳細点検
　・日常パトロール
　・異常時点検（災害時）

グループＢ
35橋

橋梁区分

管理方法の基本

　

　・橋長15ｍ以上

　・簡易点検
　・日常パトロール
　・異常時点検（災害時）

グループＣ
273橋

橋梁区分

管理方法の基本

　

　・橋長15ｍ未満

　・日常パトロール
　・異常時点検（災害時）

 
図 ４ 上三川町が管理する橋梁のグループ区分（管理方法）

橋梁点検の実施 
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１． 予防保全的な維持管理への転換 

○ 従来の事後保全型から「損傷が大きくなる前に予防保全的な対策を行う」予防保全型への転換

を図り、橋梁を長持ち（長寿命化）させ、安全性の確保と維持管理費用の抑制を図ります。 

 

 事後保全型  

      ・損傷がある程度進行した段階で修繕工事を行うなど、施設が要求される機能を喪失した時点、あ

るいは喪失する直前に対策を実施します。 

・大規模な修繕や架替えが必要になるとともに、費用も膨大となります。 

健全度

経過年数

事後保全型のイメージ

対策の実施
架け替え

 

 

 

 予防保全型  

・点検に基づき損傷が軽微な段階で、小規模な補修工事を短いサイクルで行うなど、施設が致命的な

損傷を受ける前に適切な対策を実施します。 

・健全度確保と修繕費用の縮減が図れます。 

健全度

経過年数

予防保全型のイメージ

事後保全型の寿命

目標管理レベル

対策の実施

橋梁の延命化

 

 

２． 橋梁点検の結果より対策時期を検討 

○ 橋梁点検の結果より得られた損傷状況から、今後どのように橋梁が傷んでいくかを予測し、

適切な時期に対策（補修工事）が行えるよう計画を立てます。 

○ 各橋梁で現在の損傷状況が異なることから、1 橋ごとに補修を必要とする時期と方法を検討

し、計画を策定します。 

○ 補修工事は、各橋梁の損傷状況と重要性を評価・数値化し、評点の高い橋梁を優先的に実施

していきます。 

橋梁長寿命化修繕計画の基本方針 
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○ 長寿命化修繕計画の対象橋梁である 37 橋について、今後 50 年間の事業費を算定すると、

従来の「事後保全型」では 38 億円、長寿命化修繕計画の実施による「予防保全型」では 6

億円となります。 

○ 予防保全型の維持管理を実施することによって、約 32 億円のコスト縮減効果が期待できま

す。 
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図 ５ 今後５０年間のコスト縮減効果 

※算出した事業費は、今後点検や修繕を実施していく過程で見直す可能性があることから、固定されるものではありませ

ん。また、この計画により将来の予算を担保するものでもありません。 

 

 
○ 計画的維持管理の向上を目的とし、定期的に事後評価を行い、必要に応じて計画の見直しを

実施していきます。 

○ ＰＤＣＡサイクルを導入し、継続可能なマネジメントサイクルの確立を目指していきます。 

橋梁長寿命化修繕計画
（Ｐｌａｎ）

維持修繕工事
（Ｄｏ）

データベース蓄積

橋梁点検
（Ｃｈｅｃｋ）

処置・改善
（Ａｃｔｉｏｎ）

補修設計・施工計画

安全性の向上健全度の評価

修繕計画の見直し

 
 

■ Ｐｌａｎ（計画） ： 橋梁長寿命化修繕計画の立案 

■ Ｄｏ（実施） ： 維持修繕工事の実施 

■ Ｃｈｅｃｋ（点検・評価） ： 橋梁点検の実施、維持修繕工事の内容の妥当性等を確認 

■ Ａｃｔｉｏｎ（処置・改善） ： 現状の把握、計画の見直し  

図 ６ 長寿命化修繕計画の取り組み

今後の取り組み 

長寿命化修繕計画により見込まれるコスト縮減効果 
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○ 長寿命化修繕計画の策定に際しましては、専門的な知識を有します学識経験者から、橋梁の

健全度データの分析方法、地域の実情に応じた修繕対策、修繕の優先順位付け方法等につい

て意見を頂きました。 
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末武 義崇 教授 

上三川町 都市建設課  

〒329-0696 栃木県河内郡上三川町しらさぎ 1 丁目 1 番地 
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計画担当部署 
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